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繊維システム工学科創立75周年記念シンポジュウム

《　21世紀　未来繊維産業》

主催：繊維システム工学科創立75周年記念会
共催：繊維学会、千曲会、先端繊維科学技術教育機関誘致期成同盟会

日時：1994年10月1日10：00～15：00
場所：信州大学繊維学部講堂

9：55～10：00実行委員長挨拶（信州大学教授）　中沢　賢

10：00～10：05　信州大学繊維学部長挨拶　近田　淳雄教授

10：05～10：40　座長　信州大学教授　鳥海浩一郎

基調講演1　「新しい産業社会への仕組み革新造」

　　　　　　　　　　　　　　野村総研　主任研究員　山田　澤明

10：40～11：00座長　信州大学講師　大越　豊
　　　　「アパレル産業の世界戦略J　渡辺商店　社長　渡辺　義明

11：00～11：20　座長　信州大学教授　粂井資行

　　「21世紀のテキスタイル産業」　住江織物　社長　近藤　貞彦

11：20～11：40 座長　信州大学教授　奈倉正宜
　「繊維材料の未来」

　　　　　　　東邦レーヨン　技術顧問　本宮　達也

11：40～12：00　座長　信州大学助教授　西松豊典

　　　　「21世紀繊維産業の課題」一繊維産業の大河ドラマー

　　　　　　　　　　　　　繊維産業構造改善事業会　幾原　敏行

13：00～13：40　座長　京都工芸繊維大学教授　梶原　莞爾
基調講演II　「21世紀アメリ力繊維産業」

　ノースカロライナ州立大学　繊維産業研究所　副所長 ブキャナン教授

13：40～14：00　座長　信州大学助教授　清水義雄

　　　「製造業を支える人材の資質」

　　　　　　　　　　　　　　東京工業大学名誉教授　宮坂　啓象

14：00～14：20 座長　信州大学教授　佐藤　弘
　「生活文化と繊維」

　　　日経産業消費研究所　主席研究員　浅井　恒雄

14：20～15：00　総合討論　　「21世紀　未来繊維産業」

　司会：共立女子大教授　小林　茂雄

　　パネラー：グンゼ大滝　忠長、川島織物村松弘一、東レ（丸和織物）佐々木喜久、
　　　　　　　レナウン白木孝典、広島票立東部工業技術センター　岡本英二、奈良女子
　　　　　　大学助教授諸岡英雄、帝人能勢　健吉、姫路工業大学助教授太田健一
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新しい産業社会への仕組み革新

（株）野村総合研究所

社会システム研究部

　　山田　澤明

1。日本の産業社会システムの見直しの必要性

　日本の戦後の産業社会のシステムは、つい数年前まで、日本企業の強さを支えるもの

として、世界中から注目を集めていたが、長期化する景気低迷、アメリカ企業の巻き返

し、アジアの高度経済成長の中で、新しい産業社会のあり方が問われてきている。

　日本が戦後、欧米の技術を導入し、欧米の豊さを追跡してきた時代には、いわゆる日

本型産業社会システムは極めて有効であったが、そのシステムが根本的に見直しを迫ら

れているわけである。

　野村総合研究所では、このような社会の変革期に直面し、日本社会の「仕組み革新」

として、システムの構造改革の方策の提案をまとめている。　（「仕組み革新」野村総合

研究所刊）

2。日本社会の5つの仕組み革新

第一の提案は新・日本型雇用システムの提案である。これまでの日本企業は、終身雇

用制度などで形成されるいわゆる日本型雇用システムとして成長してきたが、企業がよ

り健全な人材の流動性の確保が必要であり、そのための社会基盤の整備のあり方と、新・

日本型雇用システムの基本的な仕組みについての提案である。

第二は、商品やサービスの新しい価値と価格の関係を認識し、これまでの製品やサー

ビスの付加価値を高めるという発想から、何が顧客に対する本質的価値かを明確にした

リエンジニナリングとリバリュエーションの必要性である。

三番目は、これまでのキャッチアップ型の技術開発でなくプロダクトイノベーション

を遂行する技術開発ビジョンと、テーマ選択への取り組みの必要性である。

四番目は、開発事業に関して、土地の資産的価値を中心とした事業運営が成り立たな

くなることから、様々な事業の仕組みの構築力や開発コンセプトが重要であるというも

のである。

最後の提案は、人間関係の豊かさに着目した新しいタイプの社会資本の必要性につい

てであり、今後は、社会資本のハードウェア部分の整備だけでなく、運用などのソフト

ウェア部分が重要であることである。
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　このような新しい豊かさに着目した社会資本整備は、新しい人間の交流を通じて、豊

かな発想を生みだす基盤になる。

3．知的資産社会への仕組み革新

　これら5つの仕組み革新は、モノそのものの豊かさから、知的生産物による豊かさに

対応する時代への仕組み革新といえ、この知的生産物とは、具体的には新しい時代の事

業、商品、技術、情報システムや社会制度等に関わるアイデア、コンセプト、ノウハウ、

ソフトウxアなどが相当し、ここでは知的資産と呼ぶ。

　これまで知識集約化が生み出す新しい社会については知識社会、知価社会、ソフト化

社会など多くの人が指摘している。しかしながら、そういわれながら、日本においては、

知的ワークの生産物である知的資産の評価が低く、かつその生産性も低いのが現状であ、

る。

　知的資産の正当な評価の進展は、むしろ外圧が貢献し．ている側面がある。

　政府は、公共事業の対外開放政策の中で、米国企業が強く求めていた設計・コンサル

ティング叢務のオ…プン化を発表した。

　これまで公共事業に付随する設計・コンサルティング業務は、工事の受注に有利であ

るとのことから、日本企業は、無料あるいは非常に安い料金で行なう場合が多かった状

況がある。

　このオープン化により設計nコンサルティング業務にも適正な支払いがなされるよう

になることから、日本企業にとっても、好ましい側面がある。

知的資産社会を育てるためには、このような設計業務に適正な価値を認めていくこと

が重要である。

　コンtt°　L・一’ターソフトの世界でも未だソフトの価値が適正に評価されているとは言え

ない。

以前問題となった「一円入札」に見られるように、日本の産業社会には、設計で損し

ても、その後の大規模なシステム開発やコンピュータなどのハードウエアの売上げで回

収する、という考え方があり、真のソフト産業が育たないのが現状である。

知的資産中心の付加価値を生む社会としていくためには、知的資産を生み、育て、活

かすという3つの側面からの仕組み革新が求められる。
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住江織物株式会社

貞彦

　一、はじめに　二、空洞化

るだろう。つくであろう。る。
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繊維素材の未来

東邦レー…一ヨン株式会社

技術顧問　本宮　達也

　繊維といえば、糸や織物だけを想像して繊維の研究は不要だと思っている人は意外と多い。このた

めか比較的大学からの情報発信が少ない。しかし、繊維の科学と技術は奥が深く、幅が広いことを見

失ってはならない。

　繊維産業の市場規模は繊維工業構造改善事業協会の資料によると年間約74兆億円（平成3年度）

で、日本の国家予算（約7跳800劇・199椴）より多く、それをハードとソフトの両面で支えているのが繊

維技術である。小売段階における主要商品の年間販売額は約23兆5千億円で、飲食料品（約44兆

億強）に劣るものの、自動車の約14兆億円強、電気関係の約7兆億円強より繊維がかなり多いこと

からも、わが国における繊維産業の重要性は理解されるべきである。繊維産業の将来をみた場合、新

しい繊維の科学と技術はいずれもすべての産業分野に極めて大きな波及効果を与えることは言うまで

もない。

　繊維は、高分子の性質を最も有効に生かした形態であるが、従来は確かに衣料に用いられてきたに

過ぎなかった。しかし、現在は情報・通信用繊維や航空e宇宙用繊維の工業用、漁網、オイルフェン

ス人工海洋牧場など農水産資材、人工芝、土木繊維など土木資材および中空繊維などのライフサイエ

ンスなどに幅広く使われており、1992年度のわが国の全繊維消費騒⊥，916千トンのうち産業

用は39％に拡大し、既に衣料用（31％）を逆転している。

　アジア全体での繊維産業の展望はアジア経済圏の拡大とともに先行する諸国と追いかける雁行的発

展が継続され、近い将来国際分業ネット構築化が一段と進むと思われるが、高度繊維技術は次世代産

業を担うキーテクノロジーの一っとして重要なものとなることは明らかである。

　かかる次世代の先端繊維は人間（生体）との静的並びに動的調和を究極の目的とする繊維と新しい

生活環境の空間との静的並びに動的調和を構築する高次の繊維（High　Grade　Fiber）である。前者は人

間［二学繊維であり、後者は超繊維で、これには超機能繊維と極限性育旨繊維に大別することができる。
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1．．人間工学繊維
　感性繊維・ファッション繊維、スポーツ用繊維、健康用繊維などを含めた衣料用繊維の研究分野は

材料の設計と合成を中心とするハード（材料科学）と加工や用途などを研究するソフトテクノロジー

とに分けることができるが、時代の変遷と共に、糸や織物をつくりさえすれば良いというハード中心

の考えから、人間との調和、生活社会との調和すなわち、ソフトを重要視する考え方に変わってきた。

　今後はソフト包摂型の研究が璽要となろう。美を感じる人間の精神作用までを含めた広い領域を

『感性工学』の学問としてiE面から取り組む時代になり、生活工学、生活美学、生活文化学など、い

わゆる川下の研究が大切になってきた。

　信大繊維学部にも来春『感性工学科」が設置されると聞いているが感性工学の確立は、より快適な

暮らしを求める人間社会のあらゆる工学系技術分野へと拡がっていくことになろう。そうすれば、こ

れまで数字になり難いファッション、感触、風合、快適など微妙な差の研究が進むだろう。

2。超機能繊維
　わが国の高度な繊維技術が高機能性繊維の開発を次々に行ってきた。その視点は、天然繊維の模倣

にあった。今後は「模倣』から『創造』への展開である。今後も自然の摂理に対する人知の挑戦が続

けられるであろう。一方、生物界、生体系の複雑巧妙の機能憔発現に学ぶBiomlmeticsの

手法による新しい高機能性繊維の開発は今後も益々続くであろう。

　産業資材分野でも、より高度な自ら感知し、判断し、作動するインテリジェント機能を付与した繊

維が数多く登場してくるものと患われる。情報変換機能、光電機能、導電機能、分離機能、エネルギ

ー変換機能、生体適合機能などを付与した繊維は、次世代に開花するマルチメディア、エネルギーお

よびライフサイエンスの各分野の技術にも大きな役割を果たすことになる。また、水に溶ける分解性

繊維など従来の“常識”を覆すものも登場するだろう。

3．極限性能繊維
　極限性能繊維はテク・テキスタイル（産業資材）分野への応用が中心となる。これは、人間工学繊

維と同様、ハードとソフトテクノmジーとに分けられる。この場合、空気や水の浄化作用など地球環

境との調和は繊維が重要な役割を果たすことを視野に入れた素材の開発が望まれる。
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　軽くて丈夫で、しかもねじりに強い各種のスーパー繊維の高強度・高弾性率繊維が開発され、生活

資樗から産業資材まで幅広く利用されているが、今後も益々スーパー繊維の用途は拡大し、生産量も

増加していくものと思われる。

　21世紀には、航空や宇宙関連の構造材料の半分以上は金属材料に代わって、スーパー繊維を使っ

た複合材料に置き変わると予想されている。現在の繊維は、まだまだ分子構造的に期待される姓三能に

比してかなり低いレベルで用いられており、性能の飛躍的向上が期待されているからである。

　産業用資材分野でのターゲットの一つは、これらウルトラスーパー繊維の開発であるが、広く地球

環境との調和という難題にも挑戦していかなければならない。また、三次元織物なども世に受けいれ

られっっある。

4，．天然繊維素材
　セルロース・キチンをはじめとする構造多糖類及び絹、羊毛、コラーゲンに代表される硬蛋白質一

これら天然の繊維形成高分子の大部分は、生体系にあっては骨格形状の維持や内部組織、器富の保護

の役割を主としているため、一見高度な生物栄的機能には乏しいように恩われていた。

　しかしながら、それらの巧妙な分子構造と高次構造を充分に解明し、天賦の特性を真に麗解し、有

効活用してきたわけではない。そこに材料があったから利用されてきたに過ぎないともいえる。自然

への回帰、健康の見直し、スポーツ社会、高齢化社会、情報社会など、21世紀の社会的要請にふさ

わしい新しい高機能性繊維として見直されるためには、天然繊維の改質は今後も重要であることはい

うまでもない。

　ハイテク素材として無限の可能性を秘めており、21世紀の璽要な材料である。例えば、セルw一

スやキチンはリニューアブルな天然資源として、その量的豊富さと有効活用の重要性が見直され、機

能化に関する研究も進み、世界的に展開されよう。微生物や酵素が生産する天然関連材料の創成と利

用も今後益々増えると思われる。
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　　　　主席研究員

浅井恒雄
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総合討論

株式会社　川島織物　　　　　　　村松

弘【（学紡六）

いる。
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　参考にした本　　【0）　　十五）　　・三）

一17一



総合討鼻凸醐
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　例えば　　です。
六、おわりに
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総禽討論

える。
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いると思う。
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総合討論

㈱レナウン　　白木

孝典（学紡十一）

①従業員の高齢化②熱練者の不足④設備投資の減少　問題）⑦労働環境の問題

ねない。
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共存意識」へ

いものと考える。
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総合討論

衣服産業の体質と気質

英雄（学工十七）

象を述べます。
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　　能勢健吉（常L2〔D

　繊維システムr学科創立75周年おめでとうございます。
…言に75周年とは言え、4分の3世紀に及ぶ歴史の持っ意味の深さに、感慨を新
たにしているのは私一一一｝人では無いと思います。

　さて私は1974年に繊維工学專攻課程を卒業し、それから』J一度20年が過ぎょ
うとしている。折しも今年、繊維システム工学科創立75周年を迎え、この20年
間を振り返ると共に、将来の繊維産業を展望してみるいい機会を与えて頂き、日頃

考えている事をまとめてみたいと思う。
　この間、産業界は’74年の石油ショヅク、　’83年の世界同時不況、そして

’92年にはバブル崩壊と9年ピッチで不況に児舞われている。
繊維産業の動きを知る一っの指標として
日本に於ける合成繊維の生産箪推移を示
したのが右の表である。

73年まで急激に伸びてきた生産量は、

74年の石抽ショックによりその伸びを
鈍化し、それ以降過剰生産能力を抱える
事となった。

これに対処するため人員削減等の合理化
を初め、固定費抑制対策が為されてきた。

又80年代初めからは、技術の進歩に伴い
工腸の自動化が進むと共に、超高速紡糸が
操業化され生産コスト低減に大きく寄与
してきた。

又この頃から安い蛍働賃金を求め、

企業も出てきた。

85年頃からは、
利益に貢献してきた。

＜日本の合繊生産蟹、百万「r　on＞
O」
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タイやインドネシアに生産基地を求め進出する

　　　　　　　　いわゆる新合繊が作られ始めバブル経済の進展と相衷って大きく
　　　　　　　　　　しかしながら定番品に於いては発展途上国の追い上げにより、

1988年以降日本は繊維輸繊国から輸入国へと変わって行った。
そして現在、バプル崩壊の影響を残し、鑑気は底を打ったと言われながらもまだ不
況の貞っ直中にある。

　では今回の不況の原因は何であろうか。円高による輸出の減少もその大きな要因
であろうが、その他に忘れてならないのは、バブル時代、物が価値をはるかに趨え

た価格で取り引きされ、これを教訓として皆が”意味ある価値”　と言う事に気づ
いた事も一っの要因であろう。っまり、円高により安い価格で外国製品が輸入され、

国際価格に目を向け始めると共に、自分に必要な物を適切な価格で購入し始めた
ことで、企業の理論一大璽生産、大量消費一が崩壊しっっあるのでは無かろうか。

このように価格決定権が消費者の手に移った事は、言い直せば、価格は物が売れな

いから下げたのではなく、下がったのである。
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　この様な背景に意って考えると、この不況の後に来るものは①国際価格をベー
スとした競争であり②消費者に取って意味のある商晶の開発を中心とし．た企業活
動であろうes

　それならば繊維業界としてイロfを為すべきであろうか。
一・ ﾂは生産コストの安い発展途！：厨への展開を行い、園際価格でも競争できる下地

を作る事である。特に定番品ではこれが必要となる。この展開は何も原糸の生産だ

けでなく・織り・染め・縫製等の加〔を含め・貰した価格で考えるべきであり、ト

ータルコストに占めるウェートの高い加工を海外に求めるのもその一っであろう。

又、国際的に競争力のある産業分野で利盈を」二げ、特徴の出せない衣料分野で利益

を食いV：）ぶす欧米の繊維メー一　X　一一の例でも判るようにu原糸から加工迄を一一一体とし

た商晶開発を行う事が今後更に重要となってくるものと思われる。

幸いにして日本は他国と比べて幅広い原糸種類（PET，　NY、アクリル、レーヨ
ン、アセテート等）と高度な加工技術を有している。このトータルの技術の差はは
そう簡単に埋まるものではない。今後これらトータルの技術を駆使しこれら素材の

換合化を進める事で、他国に嚢似の出来ない幅広い商晶群が生まれるものと確信し
ている。
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総含討論

姫路工業大学
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